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In recent years, recognition of the importance of statistics education has been increasing in Japan. 
Similarly, using mobile terminals has become as common as using a PC to accomplish e-learning with 
improvement of the communication environment and the spread of Information and Communication 
Technologies (ICT). Although some e-learning video content for statistics education is available in open 
online contents, there is little content to teach learners how to acquire the skills necessary to operate 
statistical analysis software. Therefore, in this study, we developed some independent study content 
for statistics education using two typical statistical analysis software programs, the Statistical 
Package for the Social Sciences (SPSS) and Analysis of Moment Structures (Amos) and described some 
techniques for development and display of relevant e-learning contents. 
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分野において日本は遅れを取っている（日本学術会議 , 2008 ）．  Information 
















でなく，遠隔講義配信などの e-learning を始めとした ICT の利用が注目されている．そこ
















Open Online Course：大規模公開オンラインコース）（山田, 2014）の重要性が認識される
ようになり，2013 年には日本版の MOOC である JMOOC（一般社団法人日本オープンオ
ンライン教育推進協議会）が設立され，専門家のみでなく多くの教育機関の間で知れ渡る









社会情報教育研究センター(Center for Statistics and Information)を設立し，それ以降，全
教員および全学生を対象にした「統計分析の基礎」，「統計検定試験への対策」，「統計デー
タの利活用」などに関する複数のセミナーの提供を行っている．また IBM SPSS Statics















る e-learning 形式が効果的であると筆者らは考えた． 





Ⅱ 遠隔配信型 e-learning の分類 
 



























 各大学で利用される e-learning や MOOC などの場合は，教員のコストや再利用性を考慮
し，録画配信型である非同期型 e-learning が多く利用されている． 
 
(42)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
2. 画面のレイアウト
e-learning を PC やモバイル端末の画面を通して視聴する際に，学習者に提示する情報と
して「教員の映像」と「資料（PowerPoint のスライド，板書，配布資料，映像など）」の 2
種類があり，それらの情報を学習者に提示するためのレイアウト手法として，図表 1 に示
す 4 つの方式が現在広く利用されている． 







PowerPoint のスライドを中心とした講義資料や PC の画面のみを提示する方式であり，
資料がクリアに視聴できることが最大のメリットである．一方，教員の映像が無いので，
映像が単調になり，集中力を維持しづらいといった問題がある．



























(44)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
に各媒体向けに合わせた圧縮方法を用いてエンコーディングを行う．



















フレームレート（1 秒間の平均フレーム数） 29.97 fps 
転送レート（画面のビットレート） 16 Mbps 
音声のサンプリングレート 48 kHz 
音声のビットレート 320 kbps 







り，SPSS を利用した講義 5 回分と，さらには Amos を利用した講義 3 回分を加えた，計 8
回分の e-learning 講義となる． 
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使ってみよう！統計解析ソフト ―分析達人への道― 
使用ソフトウェア 講義回数 内容 時間 
SPSS 第 1回 SPSS の基礎 1:33:56 
第 2回 SPSS を用いた質的変数の分析 1:38:17 
第 3回 SPSS を用いた量的変数の分析 1:25:53 
第 4回 SPSS を用いた平均値の差の検定 1:33:28 
第 5回 SPSS を用いた多変量解析 1:56:00 
Amos 第 1回 Amos の基礎 1:11:20 
第 2回 Amos を用いた多変量解析 1 47:33 






15 分以下に 1 つの映像コンテンツを収めることが好ましいと筆者らは考えた．そのため，
それぞれの回の講義は，実際には 10 個前後のビデオ・ファイルへと分割した後に配信を行
っている．例えば，第 1 回目の講義について言及したものを図表 5 に示す． 
 
使ってみよう！統計解析ソフト ―分析達人への道― 第 1 講「SPSS の基礎」 
ビデオ番号 内容 時間 
第 1項 本講座 SPSS 編の概要 2:36 
第 2 項 SPSS とは 3:56 
第 3 項 SPSS の起動 2:00 
第 4 項 SPSS の画面構成：データビュー 0:46 
第 5 項 SPSS の画面構成：変数ビュー 3:51 
第 6項 変数の型（名義，順序，スケール） 13:41 
第 7項 データ入力の方法 13:39 
第 8項 ファイルへの保存 2:39 
第 9 項 SPSS の終了 0:59 
第 10 項 データの読み込み方法 5:14 
第 11 項 度数分布表 10:11 
第 12 項 基本的な図表 13:26 
第 13 項 単変量の基本統計量 20:58 




(46)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
 講義の流れを全く考慮せずに機械的に講義ビデオを分割すると，学習者からすると，教
員の話の途中で急に途切れてしまうようなことにもなりかねない．したがって，本コンテ
ンツは長くても 15 分以内を 1 つとして話のまとまりが出来るように，教員が予め講義設計
および教材の準備を行っている．その一方で，ビデオ時間よりも，講義中の話の文脈の区
切りを優先する必要性も鑑みて，すべてのコンテンツを 15 分以下に収めることは出来なか
ったが，本コンテンツにおける全 8 講義中にある計 68 本のビデオコンテンツの映像時間は
平均して 10 分 10 秒となっている． 
Ⅳ  今後の展開
 本研究では，大学生・大学院生を対象とした，統計の基礎および統計ソフトウェアの利
用法に関する自主学習用 e-learning コンテンツ『使ってみよう！統計解析ソフト ―分析
達人への道―』を作成した．今後の展開は下記の通りである．
（a）コンテンツのオープン化 
2015 年 1 月現在では，立教大学および「統計教育大学間連携ネットワーク (Japanese 
Inter-university Network for Statistical Education; JINSE)」（統計教育大学間連携ネット
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